
八戸工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 セラミックス材料学(8918)
科目基礎情報
科目番号 0077 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2

開設学科 産業システム工学専攻マテリアル・バイオ工学
コース 対象学年 専2

開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 セラミックスの基礎科学　／　守吉 佑介著　／内田老鶴圃
担当教員 門磨 義浩
到達目標
1. セラミックスの欠陥の種類、セラミックスに与える影響について理解できること。
2. 電気伝導度および半導体の原理を理解できること。
3. セラミックスの状態図を読めること。
4. 相転移理論を理解できること。
5. 焼結理論を理解できること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

セラミックス材料の特徴
セラミックス材料の特徴について
理解し、欠陥の種類と合わせて説
明できる。

セラミックス材料の特徴について
理解できる。

セラミックス材料の特徴について
理解できない。

電気伝導度および半導体の原理 電気伝導度および半導体の原理に
ついて、理解し説明できる。

電気伝導度および半導体の原理に
概要を理解している。

電気伝導度および半導体の原理に
ついて理解できない。

相転移理論 相転移理論について、理解し説明
できる。

相転移理論について、概要を理解
できる。

相転移理論について、理解できな
い。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 DP3
地域志向 〇
教育方法等

概要

　セラミックスは、古くから使われており、今日でも日常生活に欠くことのできない材料である。また、工業材料とし
てのセラミックス材料は、半導体、コンデンサー、LSI用基板などの電子セラミックスを中心に、機能性セラミックス、
バイオセラミックスなどのいわゆるファインセラミックスとして注目されている。近年では、高温超伝導材料として世
界中の注目を浴びている。本講義では、主として、ファインセラミックスを理解するための基礎知識を身につけること
を目標とする。

授業の進め方・方法
　セラミックス材料の基本である原子構造、化学結合様式、結晶構造の特徴などについて解説する。次に、セラミック
スの性質に関係の深い巨視的微構造と原子スケールの点欠陥について詳述し、これらと関係の深い拡散、電気伝導、半
導体理論について解説する。また、製造プロセスに重要な相平衡、固相反応、セラミックスの合成についても解説する
。

注意点
1. 本科で学習した化学や物理の知識が基礎になるので、必要に応じて復習および補強しなければならない。
2. 各自の専門分野と関連づけて考察することが必要。
3. 一般的に「材料」の重要性に対する関心を常に持ち、認識を深めること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 セラミックス材料概論 セラミックス材料について一般的な知識を身につける
。

2週 セラミックス材料概論 セラミックス材料について一般的な知識を身につける
。

3週 セラミックスの微構造とバルク欠陥 セラミックスの微構造とバルク欠陥について理解する
。

4週 点欠陥 点欠陥について理解する。
5週 転位 転位について理解する。
6週 表面、界面および粒界 表面、界面および粒界について理解する。
7週 拡散 拡散について理解する。
8週 電気伝導と半導体理論 電気伝導と半導体理論について理解する。

4thQ

9週 相律と状態図の読み方、２成分系 相律と状態図の読み方、２成分系について理解する。

10週 共晶型および包晶型状態図、２成分系の実例 共晶型および包晶型状態図、２成分系の実例について
理解する。

11週 相転移の理論 相転移の理論について理解する。
12週 相転移の理論 相転移の理論について理解する。
13週 固相の関与する反応 固相の関与する反応について理解する。
14週 セラミックスの合成・応用 セラミックスの合成・応用について理解する。
15週 到達度試験 これまでの内容を理解する。
16週 答案返却・解説 これまでの内容を理解する。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 小テスト・課題 合計
総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 80 20 100
分野横断的能力 0 0 0


